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要約 学術 載 時 現代 著者 Echinocactus hyptiacanthus Lemaire い

持 い 様々 解釈 報告 議論 議論 惹 起 い

R.Kiesling 氏 指定 タ 国際植物 規約 正当性 析

厳密 法 規約 従 何故 タ 指定 拒 い 明

い 言及可能 種 様々 個体群 解 い  

 

於い 私 始 見 1989 遡 氏 Roberto 

Kiesling 氏 Omar Ferrari 一 調査 検旅行 間 あ

Gymnocalycium hyptiacanthum あ 時以来 多 数 個体群 見

国 う 3 回 旅行 私 一連 寄稿 中 近 地域

布 い ュ 種 種々 形態 解 あ  

様々 個体群 議論 前 G.hyptiacanthum 法 関 少 釈 え 私

集家 感情 無視 タ 前 植物 前 わ 用法 国

際植物 規約 McNeil & al. 2006 従わ い 強調 い Echinocactus 

hyptiacanthus 前 1839 載 Lemaire 1839 何 地理的 指示

如 完全 学術 載 後 時代 タ 科 後 著者 個人的 解釈

前 適用 矛盾 無い 全 正 19 世紀前半

タ 科 多 場合 頻繁 あ 送 植物 多

正確 地理的指示 如 一般的 十 学術 載 準標 資料 如 当時 あい

い 種 概念 又 理 あ 古い 前 大抵 物 解釈 準標 指定

い い 著者 変 多 場合 最初 誤謬 以後 著者 伝播 あ 前

現在 用法 定着 必要性 最近 幾人 著者 古い 前 幾 準標

指定 う 駆 立 う 場合 一 Echinocactus hyptiacanthus

発生 Florida 周辺産 タ 間 タ 指定

氏 1999 準標 指定 行う

少 集家 植物学者 一致 氏

G.hyptiacanthum 用法 固定 後 わ う う 人々

少 解釈 直 問題 前 国際植物 規約 57 条 1 項

氏 (Hunt & al.) 拒 条項 一 類群 あ い 複数 類

群 広 永続的 用い 一 前 現在 用法 矛盾 意味 使う
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出来 い 述 い ( 者 全体 述 学 タ 含 い 一

複数 類群 広 一貫 使用 学 第 14 条 1 項 第 5６条 1 項

処理 案 出 棄 い限 間 現在

使用法 矛盾 意味 使 い  

残念 条項 曖昧 あ － 広 一貫 使用 い 何 意味 い

？？－ 適用 幾 混乱 え 最初

氏 指定 タ 矛盾 い う 理解 前 現在

用法 何 確 必要 あ 前 適用 短い歴史 問題解明 可 あ

前 1839 Lemaire 氏 来 明 植物 花 実 知識無 案

以 最初 学術 載 翻 参照  

以降 種 種々 植物 帰属 著者 最初 文 Diagnosis 個

人的 解釈 い い 前 確実 適用 惹 起 い

目録 あ い 異 タ 純 引用 以 う 類学的

E.hyptiacanthus 扱い あ  

タ 氏 Förster 1845 種 1840 栽 う 指摘

い Lemaire 氏 学術 載 1839 表 彼 来 集品 参照

出来 彼 学術 載 Lemaire 氏 物 一般的 あ 花 色 Labouret

氏 (1853 白 指摘 い 彼 植物 学術 載 Lemaire 氏 載 完全

一致 い 彼 元 語 語 間 い 特 色 tout 

dores a la base et pourpres a la pointe (=根元 全 黄金色 端 赤紫色 指摘

間 い 一方 元々 載 中 赤い根元 端 持 黄色 載 い

aculei….in plantanum incurvati, aurei, ad basim et ad apicem atro-purpurei － 胴体

曲 黄金色 根元 端 暗い赤紫色  

Labouret 氏 Lemaire a decrit la meme plante... (Lemaire 氏 植物 載 )

書い 言葉 Labouret 氏

彼 個体 い い

意味 い あ い 彼 あ

う あ 種 plant

いう用語 使用 う 知 難

い Labouret 氏 E.hyptiacanthus

E.multiflorus 結び い

類学種 初発表文 protplogue

確実 個 あ 前

Labouret 氏 解釈 恐 間 い 彼

間 い multiflorus hyptiacanthus 間

混乱 少 半世紀 間 繰 返 現

続 E.hyptiacanthus 出現

ュ 氏 Rümpler 1886 著作

中 あ 彼 花 大 白 黄色

1 Echinocactus hyptiacanthus Lemaire, 

ュ 氏 在 挿 (1903 )
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い white-yellowish 載 再び 来 指定 氏 Weber 1896

初 仮 的 来 国 疑問符 付 報告 花 白

指摘 ュ 氏 Schumann 1903 花 白 黄色 い white-yellowish

指摘 種子 Tweedie 氏 1840 送 述 情

報 既 タ 氏 Förster 1845 ) 既

引用 植物 適用 い

再び 1839 Lemaire 氏 学術 載

最初 植物 応 出来 い

Tweedie 氏 送 種子

疑わ い う 思え 何故 彼

知

い Charles 氏 私信

最初 文章 供 産植物

前 適用 あ ュ 氏 資料 T.Gürke

氏 Gürke 氏 妻 含 い

前 植物 最初 挿 あ (

) G.schroederianum い 実際

生え い 種 長 後 初 正

式 学術 載 最初 学術 載 殆

合 致 い 19 世 紀

E.hyptiacanthus 育 い 物 定

役立 う  

Arechavaleta 氏 (1905 ) 中央 産 新種 彼 以前

E.hyptiacanthus 学術 載 一 簡 複製 場 何

明 Schelle 氏 (1907 ) 再び以前 載 複製 花 白 黄色

い 報告 素晴 い 色

タ 協会 Blühende Kakteen 中 表

い (1914 164) 挿 Gürke 氏

解 植物 確実 異 植物 写 い

定 簡 い

州産 G.reductum 一 形態 当

い ( 2)  

氏 氏 Britton & Rose, 1922

非常 簡潔 学術 載 種 ュ

組 合わ 白い花 指摘 戻

い 来 国 引用 い 時期

膨大 数 個体例 輸出

産 植物 含 い

特 部

2 Echinocactus hyptiacanthus

タ 協会 雑 中 挿 (1914 )

3 Gymnocalycium hyptiacanthum

Kupper 氏 文献 在 挿 (1929)
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Montevideo 産 植物 氏 Kupper, 1929 比較的強い 植物 述

白い花 学術 載 い 布 え い ( 3)

産 植物 言う G.reductum 形態 類似 い う 見え  

氏 Berger, 1929 ) 扱い 類似 い 種 家 ュ

氏 Muller-Melches,1947 様々 ュ 種 hyptiacanthum 

Lemaire Leeanum あ い Guerkeanum 近い 置 あ 恐 生息地形態 明 い

花 hyptiacanthum leeanum あ い guerkeanum 関係 ュ

異 種 恐

地域形態 明 い

花 持 言

及 一般的

産

タ 論

い 文章

20 世紀 中盤

種

家

hyptiacanthum

前 産植物 帰 始 い (書類 形 ) 示 い  

一方 前 い 文書 録 い い植物 関連 混乱 帰属

持 続 い ― 恐 一部 園芸的 選抜品 帰属 い 氏

Krainz, 1956 花被 perianth 側部 白 あ い 白 黄色 い(white-yellowish)

指摘 種 ゼ チ 布 い 示唆 著者 植物 写真 添

え い 互い 異 い

写真 一 チュ 多肉植物コ

40 間栽 植物 参照

言わ い ( 4 5) 

４ 写真 氏 物

非常 類似 い  

氏 Backeberg 1959

前 産植物 参照

戻 種 G.leeanum 

(Britton & Rose, 1922 意味 )

G.netrelianum 結び 花 白

黄色 い白 言わ い  

( 6) 示 い 植物

氏 氏 表

非常 良 一致 何

4-5 Gymnocalycium hyptiacanthum

氏 (1956 ) 中 挿

6 Kupper 氏 意味 G.hyptiacanthum  

個体 古い文書 載 い い個体 

栄養生殖 伝え い  

Strigl 氏 コ 中 育 い  
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自生地 録 無い 古い個体 栄養生殖 来 氏 Strigl 蔵品 中 育

い 現在知 い 何 個体群 応 い 花 小 短い子

pericarpel 持 花被部 色

非常 淡い黄色 花喉部 非常 僅

色 い ( 7 8) 比

較的強い 州

部 産 植 物 現 在 G.reductum ssp. 

schatzlianum 定 い 植物

思い出 い 花喉部 僅

色 示唆

い

州 ュ 個体

群 十 良 知 い 形態 参照可能 い 植物 最近観察 い

い 以前言わ い う 文書 録 い い資料 園芸的交配種 選抜種 あ い

自生地 や発見 無い あ い 今 滅 自然 個体群 属 い

Punta Ballena 周辺 地域産 幾 産植物 1 中 持 い

比較的類似 い う 見え 尤 決 ほ 強 無い 花 小

花喉部 い 色 痕跡 無い 明瞭 黄色 あ 残念 植物

い 種子  

幾 異 個体群 研究 Hugoo Schlosser 氏 Schlosser & Schütz, 1982

直接 情報 家 や植物学者 前 適用 確

初 彼 国 部 植物全 前 定

正確 地理的 布 示唆 著者 個体群 intrapopulation 個体群間 interpopulation

顕著 変異性 論 い 20 世紀 最後 10 間 育 い

産植物 大半 Schlosser 氏 hyptiacanthum 前

発見 植物 首尾一貫 適用 い  

1999 一般的 少 於い 解釈 従 法 安定性 助

氏 Kiesling Florida 端 あ 高 約 30m

丘 Cerro Pelado 発見 部 明瞭 赤 い 特徴 特 個体群 属

一 稙物 使 G.hyptiacanthum タ 指定  

ュ氏 Papsch 2001 間 氏 タ 指定 無効 考え

E.hyptiacanthum 後 G.schroederianum Osten 学術 載 種 言及

示唆 後 彼 新 い タ 寄 G.hyptiacanthum = G.schroederianum

異 あ 案 ( 者注 正確 G.schroederianum ssp. bayense) 氏

以前 タ 指定 間 解釈 タ 指定 有効

出来 い 前 最後 解釈 氏 氏 Till & Amerhauser, 2010

示唆 著者 氏 指定 拒 ( 規約 条項 え い

述 ) 再び G.hyptiacanthum 々 現在 G.schroederianum

知 い 種 言及可能 あ 考え  

7-8 6 再現 植物 花 部  
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前 適用 歴史 学術 載後 多 混乱 引 起 示 い

以 否定 あ 得 い 少 20 世紀 最初 引用 大半

来 国 言及 い 20 世紀 中 始

発見 全 文書 録 稙物 G.hyptiacanthum い

う 形容辞 G.hyptiacanthum 前 現在 適用 問題 出来 い 少

hyptiacanthum 氏 意味 必 適用 い

真実 あ 幾人 著者 州産 稙物 言及

使用法 確実 規約 要求 い ほ 広 一貫

故 57 条 1 項 氏 タ 拒 引 出 出来 い  

タ 規定 規約 条項 あ 9 条 17 項 最初 学術 載 幾 要

素 矛盾 タ 排除 条項 述 い タ

あ い タ 初 指定 著者 従わ い 選択 換え

(a)ホ タ あ い タ 場合 何 元 資料 際発見

(b) 初発表文 重大 矛盾 あ 示 初発表文 矛盾 無い 要素

使え 示 選択 換え い  

( 者 規約 正確 文章 タ タ 最初 指定 著者 意見

従わ い (a)ホ タ 再発見 時 タ 場合 原資料

再発見 時 選択 代わ (b) タ タ

初発表文 間 重要 一致 明 うえ初発表文 矛盾 い 要素 示

場合 あ い (c) 第 9.12 条 示 場合 最初 選択 変更 良い ) 

選択(b) G.hyptiacanthum う 場合 規定 い 原資料 植物標 館

標 あ い 解 存在 い 初発表文 注意深 い Cerro 

Pelado 産 植物 比較 い 初

発表文 述 い Charles 氏 英語

(2009 )  

文 胴体 僅 縦 伸び い

頭頂部 窪 い 豊 色 11 個 瘤

あ 稜 稜 真 直 瘤 辺形

楕 形 7 短い ほ

い 堅い 明確 胴体 方 曲 い

茶色 い黄色 brownish-yellow

黄色 yellow 4 2 列 側方 瘤

11 列 並 い 底部 ６辺形 幅 8mm

10mm 短い 浅い 横 込

い 瘤 列 長い 曲

向 走 溝 い 色 線 あ う 効 え い 部

向 坦 い 楕 形 短い毛 覆わ い 洋毛状 い 白い

長 持続 後 灰色 6 7 伴 い 1 2 直立 い

殆 剛毛状 無い 長 2mm 4mm 両側 2 放射状 出 い

G.hyptiacanthum MM 154 タ  

地域 Florida Cerro Pelado 産 胴体 
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少 長い 長 6mm 8mm 真 直 指 い 1 最 長い 長 8mm 10mm

全 細い 非常 堅い 胴体 方 曲 い 茶色 い黄色 brownish – yellow 端 根

元 濃い赤紫色 deep puple E.gibbosus 関連 明確 種 明 完全 異

載 個体 高 2.5 チ(63.5mm) 幅 2 チ(51mm) 全 熟 個体  

自生地 花 実 明 ( 者 Charles 氏 語 英語 正確 思わ い ) 

タ 地域産 植物 学術 載

あ  

Gymnocalycium hyptiacanthum (MM-154

個体 9 16) 学術 載  

胴体 球形 幅 8cm 高 5cm 底

部 始 短い若 適 岐

い 表皮 色 暗い 色 鈍い

色(艶消 )あ い 適 沢 あ 根 2

3 岐 太い根 幾

小 根 割 稜 多数 通常 9 個

15 個 僅 凸 部 幅 約 15mm

高 5mm 真 直 瘤 幅広 尖

い い 少 辺形 殆 突 出 い 縦溝 浅い 曲 い

横溝 深 い 稜 幅全体 連続 い 楕 形 6mmx2mm 密 黄色 い毛

付い い 縁 通常 9 11 部 3 1 赤 部 黄色 い 灰色

い物 端 時々 僅 赤 い 全 僅 曲 い 僅 捩

い 長 20mm 胴体 押 い 軟性 あ 殆 あ い 全

鋭 い 中 通常 い 稀 1 殆 堅 無い  

花 性花あ い 両性花 長 幅 約 40mm 短い漏斗形状 子 部(pericarpel) 短い 長

10mm 以 僅 幅 長い 沢 あ 色 半 形 鋭 尖 鱗 付い い 縁

黄色 中央部 色 い 茶色 子 ovary 幅広 幅 長 白 花被

外側部(外花弁) 楕 形 規則的 端 細 い 15mm x 4mm 外

面 暗 色 端 向 消え う 褐色 入 い 面 明 い黄色 花被 側部

( 花弁) 明 い黄色 幅 端 鋭 尖 い 長 約 30mm 蜜室 黄色 花糸

黄色 数個 列 挿入 い 雌性花 大 半 黄色 色 い 部 黄

色 最 高い 置 葯 高 柱頭 持 柱頭 明 い黄色 5 個 6 個 柱頭裂 持

雄蕊 明 い色 花糸 黄色 葯 持 部 雄蕊 柱頭 部 近い 残 雄蕊 規

則正 花筒部(receptacle) 挿入 い 雌性花 妊 葯 持 雄性花 正式 発

雌性 構造 柱頭 通常小 殆 発 い 実 球形 15mm x 15mm

暗 色 縦方向 裂 完熟状態 乾燥 い 白 い 肉 持 種子 殆 称

的 幅広 形 長 約 1.5mm 黒 鈍い色(艶消 ) 周辺 幾 竜骨状 突起 あ keeled

種皮 縁 曲 い 中央部 非常 僅 角 周 広 い 細

胞 近 徐々 小 種皮 中央 細胞 多角形 殆 目立 い

僅 幅 長い 背斜 細胞境界 非常 幅 溝 彫 い channelled 真 直

10 G.hyptiacanthum MM 154  
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裂 目 一的 細胞表面 行 periclinal 壁 微小 浮 彫 筋 密

走 い microlelief 

densely striate

領域 HMR

大 い 底 あ

basal 浅

い 非常 幅 広い

形

窮屈 い 種皮

縁 殆 折 重

い い

膨 (strophiolar pad) 非常 浅い 通常 縁 限定 い  

ICBN 9 条 17 項 タ 指定 初発表文 間 重要 一致

明 うえ初発表文 矛盾 い

要素( 場合 標 異

種 属 ) 示 場合 代わ

う 氏 タ 拒

条項 適用 実質 可能

あ 学術 載 多数 タ 適用

ほ 十 曖昧 あ

タ 特徴 比較 非常 複雑 い

実 あ 初発表文 指定 い 瘤

形状 ュ 属 属 い

示唆 い 非常 僅 あ

言え 胴体 形状 稜 数 形態学 瘤 形態 タ 矛盾

無い 於い 小 相 存在 実際 タ 6 7 代わ

7 9 あ 載 う 直立 い い 向い い 1

最長 い 学術 載 中 在 う 赤い 部 持 灰色 い 端

少 赤い 側 側方 出 強い タ 初発表文 重大

矛盾 生 い 定義 使いう 特徴 存在 い Lemaire 氏 初発表文 中

載 う 束 G.schroederianum び起 示唆

実際 弱い 拠 思え 束 細 相 明 う 重大 矛

盾 考え 出来 い 一 種 自然 変異性 一部 あ 前 Schlosser 

& Schütz 氏 い 個体群 於い 著 い変異性 拠 示 い 私 多

自生地 う 状況 観察 特 部 其処 明 タ

種 属 植物 実際 学術 載 応 持 い

Lemaire 氏 (1839 )学術 載 最初 植物 実際 Florida 発見 支持

い う 産 種々 個体群 中 観察 変異性 タ 初

発表文 載 特徴 僅 相 法 規約 要請 いう意味 明 理

11-12 G.hyptiacanthum MM 154 開花 状態 

13 G.hyptiacanthum MM 154 花 断  
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Echinocactus hyptiacanthus 初発表文 適当 参照 種 見出 試 無

意味 あ 言え 形容辞 G.hyptiacanthum 前 G.schroederianum 適用

規約 57 条 1 項 矛盾 2001 以前 hyptiacanthum 種 適用

い 例え Lemaire 氏

見 植物 タ 意

味 G.hyptiacanthum 属 い

疑問 余地 述 可

能 あ 氏 行

前 現在 用法 固定

試 正当 少

文献や コ 中 う

定 標 部

タ 規約 従

拒 あ 得 い 何故

条 17 項 57 条 1 項 適用 い

後 条項 形容

辞 (G.hyptiacanthum 前 )

G.schroederianum 適用 妨

最近 ュ 集家

研究者 間 非 式 会議 Niftrik 

Gymno-day, September 2010 植物

委員会 Commission for Botanical 

Nomenclature 氏

指定 拒 G.hyptiacanthum 前 今日 G.schroederianum 知 い 種 適用

案 出 示唆 述 考慮 産植物

G.hyptiacanthum 比較的広範 適用 心 留 属 最新 チ Charles 2009

氏 意味 G.hyptiacanthum 使用 最後 形容辞

G.schroederianum 参照 安定 原則 考え う 案 出

い 私 思う  

変異性 Florida 丘 全 個体例 極 類似 い 一見 雄性花 幾

実際 両性 hermaphroditic あ 自家 精 self-fertile あ 尤 自家 粉 必

実 熟 言う結 い 生 時 実 小 数個 種子 含

い 種子 通例 繁殖力 あ  

保存 タ 個体群 数十個体 極 小 量

地面 大半 覆い タ 個体群 脅 い 侵略的 異質 植物 重大 危険

曝 い 周辺 丘陵 調査 一見好 い自生地 調査 個体群 発見 結

明 調査 側 群体 colony 存在 排除

い 個体群 前 う 個体群 Florida 周辺 発見 い い 形態学的

近縁 長い間 Gymnocalycium sp. WD-1 知 い 人

14-16 G.hyptiacanthum MM 154 種子 

線 長 1mm 
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家Williams Duarte氏

Rosario

丘 Cerro Campana

発見

植物 砂礫 含

土壌 生え い

殆 完全 草 覆わ

隠 い

 Florida 産

非常 類似 い

様 中

あ 自家 精

あ 主要 相

明確 赤い

部 あ 残 特徴

意味 あ 程 特

い ( 17-22) 

個体群 多数 植

物 中 非常 稀 あ

砂礫 出

危険 曝 い

 

WD-1 完全 参照

う 植物 Schlosse

氏 国 2 号 Rosario Cardona 間 産 Cerro Campana 地域産 Schl-136

行 渡 Schlosser 氏 番号 日付 Willams Duarte 氏 私信

丘 傍 WD-1 相当 個体群 彼 発見 言  

う Rosario 丘陵群 G.hyptiacanthum 幾 個体群 迎え入 い

host

全 恐

発見

難 孤立

数個 個体例

構 い

う 思え  

 

 

 

続  

17-22 G.hyptiacanthum WD-1 自生地 自生地 個体  

栽 品 個体 胴体 細

23-24 G.hyptiacanthum Schl-136 胴体 細 
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要約：Hans Till 氏 GYMNOCALYCIUM 2001 Gymnocalycium papschii H.Till 最初

学術 載 表 彼 述 彼 San Javier G.papschii WP83/111 Loma Bola

G.spec. HA521 植物 特徴 混 2 分類群 体型 刺

花 明 識別 G.papschii H.Till pro parte ラベ

け 必要 (訳者注：pro parte(p.p.) ‥‥ 一部(in part) 言う意味 G.spec. 

HA521 H.Till 載 G.papschii 一部 あ 言う 示 専門用語 ) 

 

GYMNOCALYCIUM 14(3) Hans Till 氏 Cerro Champaqui (Sierra de Comechingones, 

Prov. Cordoba) 新 く 見

植 物 Gymnocalycium 

papschii H.Till 述

 (2001 基準標

(Holotype) フ ー 番 号

WP89-83/111 最初 コ ク

ョン 植物 CORD 寄

序文(protologue

無く prologue 間違い H.Till

氏 論文 中) 植物 図 8

示 フ

ー 番号 副基準標

(Isotype) WU 寄  

新種 開放的 潅木地域 海

抜 1200m La Constancia

周 辺 San Javier Cerro 

Champaqui 西 傾斜 見

植物 い 細

い砂地 茂 保護 長

生息地 3 回 訪問 図 1：分布図(Mario Wick 氏 ) 
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更 サボテン 見  

2 異 植物 前 G.papschii 々 コ ク ョン 中 在 多く コ

クター 最初 出版以来 い い い  

理 著者 Luyaba Loma Bola 後 Cortaderas 含 G.papschii 分布 生態

い 彼 意見 配分

地区 拡張 いう

う 彼

新 く 述 分

類群 Berger 氏 Berger 

Be 517 Luyaba

Amerhauser 氏 HA 521 

Loma Bola 集

植物 割 当

彼 事

HT 2668 彼 意見

加え Hans Till 氏

場所 絶対 訪問

HT2668

第 者 Loma 

Bola 見 物

痕跡 戻 得 彼 コ ク ョン 植物番号 け 数 Till

コ ク ョン 録番号 考え い け  

Be517 Luyaba 植物資料 集 無 Berger 個人情報 H.Till 氏

論文 写真 見 文書化 調査材料 欠如 植物

評価  

々 フ ー 番

号 HA521 フ ー 番

号 STO 521 一 植

物 関 異 状況

あ 植

物 コ ク ョン 中

非常 一般的 最

初 写真 説明

植物 Loma 

Bola 集  

WP83/111 HA521

植物 比較

互い 特徴 い 著

く異

写真 1(左),2(右)：G.spec. STO521 胴体 写真 W.Papsch  

写真 3(左),4(右)：G.spec. STO521 胴体
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写真 7：G.spec. STO521 花 付け 株  

写真 8：G.spec. STO521 花断面図  

種 属 い 明確 分 う

明 分離 2 分類群

代表 最初 学術 載 論文 著

者 両方 分類群 特徴 混 G.papschii

Loma Bola 植物 写真 表

々 今日 G.papschii い

間違 印象  

2 分類群 著 い違い 比較 特

体型 異 明

G.papschii WP83/111 最高 7cm 直径

高 約 4cm 坦 長 G.spec. (HA 521, 

Loma Bola) 経 約 4-5cm 直径

高 12cm以 短い円筒形状

G.papschii 広い幅 明確 8 ：13

形 13 稜 あ G.spec. HA 

521 体型 小 い直径 最大 17

稜 持 い 稜 非常 近接

い 刺 違い 非常 注目 値

G.papschii 6mm 長 6-9

均一 側刺 あ 2-3 一組 い 指 2

側刺 あ  

刺 1／3 部分 刺 あ

側刺 非常 良く似 中刺 殆 い

在 刺 明瞭 赤い基部

あ 角色 肌 良く見え 状態

G.spec. HA 521 高密 刺 織 交

い い い 長 均 5mm

側刺 最高 12 あ 中刺 在

い 密性 細い刺 入 組

配列 毛 く 印象 与え 体

刺 完全 わ い G.papschii

花 春 G.gaponii Neuhuber 共

咲 開花期間 3 月 始 4

月 中 う

G.erinaceum Lambert 前

あ G.spec. HA 521 主

開花期間 7 月 8 月 初 典型

的 夏 開花 植物 2 分類群

花 構造 違い 明 分 ：

写真 5( ),6( )：G.spec. STO521 胴体
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G.papschii 花 G.gaponii 花 驚くほ 類似 い G.spec. HA 521 花 G.parvulum 

(Spegazzini Spegazzini 類似性 示   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 12  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 9(左 ),10(左 ),11(右 ),12 (右 )：G.papschii WP83/111 胴体  

写真 14(左),15 (右)：G.papschii WP83/111 花 付け 株  
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概要：Hans Till 氏 2 異 分類群 G.papschii 彼 最初 学術 載 混 い

基準標 (Type) 場所 WP 83/111 

(Cerro Champaqui) 植物 宣誓証書

前 G.papschii San Javier あ い

La Constancia 植物 適用

け HA 521 = STO 521 異 種

G.papschii 分離 扱わ け

う G.papschii H.Till pro 

parte ラベ け 必要  

 

Literatur(文献)：  

Till, H., 2001. Gymnocalycium papschii, ein 

interessanter Neufund von Cerro Champaqui 

aus der Sierra de Comechingones. In: 

Gymnocalycium 14(3), 405-408  

 

 

 

写真 16( ),17( )：G.papschii WP83/111  

花断面図 
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要約 著者 自然界 3 分類群 Gymnocalycium parvulum ssp. amoenum

Gymnocalycium parvulum ssp. agnesiae Gymnocalycium parvulum ssp. huettneri 写真

提供 ま (訳者注 H.Till 氏(GYMNOCALYCIUM 7(2) 1994 121-126) G.parvulum(Spegazzini) 

Spegazzini (1925) 異 種 Gymnocalycium proliferum (Backeberg) Backeberg in Backeberg & 

Knuth, Kaktus ABC 295 (1935) = Gymnocalycium calochlorum (Bodecker) Ito var. proliferum 

(Backeberg) Backeberg, 

Cactaceae 3 1718 (1959)

あ

異 種 和

い 唐子丸 parvulum

和 ) 

 誰 南アメ カ

Gymnocalycium 訪問

可能 あ い

うわけ あ ませ

私 以 記事

そ 自然環境 興味

深い植物 示 い 思い

ま 々 2010 1

ア ゼンチン 旅行中

(Volker Schädlich イ

Thomas Strub, イ

そ 私 々 ア

ゼンチン Córdoba

亜 属 Gymnocalycium

Metzing 氏

Schütz 氏

Ovatisemineum 若 種 調査 1 特別 点 G.parvulum ssp. agnesiae 

図 1 訪 G. parvulum 集合体 地域 ( 図  

Mario Wick ) 
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F.Berger Berger 2010 G.parvulum 

ssp. amoenum H.Till F.Berger

Berger 2008 G.parvulum ssp. 

huettneri F.Berger Berger 2008

い Gymnocalycium 

parvulum Spegazzini Spegazzini

3 亜種 異 生態個体群 訪問

々 そ 見 け

限 G.parvulum 集合体 個体群

Córdoba 州 高度 800-1200m 定住

いま 完全 々

Mina Clavero 近く 異 地域

発見 G.parvulum ssp. parvulum 写真 始 ま う 図 2  

 

Gymnocalycium parvulum ssp. amoenum (H.Till) F. Berger 

図 2 早朝 太陽 浴び G.parvulum ssp. parvulum

Córdoba 州 Nono 1.5km 

図 3～8( ) G.parvulum ssp. amoenum Las Palmas 
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1994 Hans Till 氏 G.parvulum 変種 学術記載 Franz Berger 氏

分類群 位置 亜種 Berger 2008 変えま 々 Las Palmas La Mudana 間

G.parvulum ssp. amoenum いく 生息地 見 けま 地図 1 土 常 岩 多く

そ 風 材料 砂利 満 いま La Mudana 分布域 非常 個体群以外

植物 全く 無数 生え いま そ 亜種 amoenum 生息地 G.gaponii 

Neuhuber G.horridispinum Frank ex H.Till 図 16-19 共 ま G.horridispinum 裂

け目 好 対 G.gaponii G.parvulum ssp. amoenum La Mudana 岩 地質堆積物

灌木 長 ま 々 頻繁 頭頂部 一 け い い 多く 果実 見 けま

 

 

図 9～10 生息地 Las Palmas 

図 11(右) Trichocereus candicans G.parvulum ssp. amoenum 随伴植物 Las Palmas  

図 12(左) G.parvulum ssp. amoenum Las Palmas 2km

図 13～14 G.parvulum ssp. amoenum Las Palmas 2km 



 
4

 

Gymnocalycium parvulum ssp. huettneri F.Berger 

G.parvulum ssp. huettneri G.parvulum 分布域 非常 San Pedro Norte

周辺 そ G.valnicekianum var. bicolor (Schütz) H.Till & Amerhauser ほ 至 所 あ

Notocactus submammulosus Wigginsia spec. 小  Frailea spec.ま 一緒 坦

石 多い丘陵 育 ま G.parvulum 他 分類群 様 ssp. huettneri 分離 皮膜

無い 黒い種子 持 いま 再び 々 多く 熟 果物 見 けま  

 

 

図 15(右) 生息地 Las Palmas 2km 

図 16(左) G.parvulum ssp. amoenum(右) G.gaponii(左) La Mundana  

図 17～18 G.gaponii G.horridispinum G.parvulum ssp. amoenum 共 育  

La Mundana  

図 19(右) G.horridispinum La Mundana  

図 20(左) 生息地 La Mundana  
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図 21～22 花 付け G.parvulum ssp. huettneri San Pedro Norte 西 12km  

図 23～24 実 付け G.parvulum ssp. huettneri San Pedro Norte 西 12km  

図 25～26 G.parvulum ssp. huettneri San Pedro Norte 西 12km  

図 27～28 G.parvulum ssp. huettneri 生息地 San Pedro Norte 西 12km  
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Gymnocalycium parvulum ssp. agnesiae F.Berger 

Gymnocalycium parvulum ssp. agnesiae F.Berger 最後 記述 ま Berger 2010

土や生息地 最初 2 亜種 地域 そ 類似 いま G.mostii var. bicolor 

(Schütz) H. Till & Amerhauser 随伴 いま 植物 時々 イワヒバ ほ 覆

わ いま  

 

 

 

 

図 29～30 G.parvulum ssp. huettneri San Pedro Norte 3km  

図 31～32 G.bicolor San Pedro Norte 3km  

図 33(右) 随伴植物 Notocactus submammulosus Wigginsia  

図 34(左) 生息地 San Pedro Norte 3km  
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図 35～36 Gymnocalycium parvulum ssp. agnesiae Ischilin Viejo 東 3km  

図 37～38 Gymnocalycium parvulum ssp. agnesiae Ischilin Viejo 東 3km  

図 39～40 Gymnocalycium parvulum ssp. agnesiae Ischilin Viejo 東 3km  

図 41(右) G.mostii fa. genseri n.n. (訳者注: H.Till 氏 本来 G.valnicekianum 

い 種 ) 場所  

図 42(左) 生息地 Ischilin Viejo 東 3km  
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図 43～44 Gymnocalycium parvulum ssp. agnesiae Ischilin Viejo 東 4km  

図 45～46 Gymnocalycium parvulum ssp. agnesiae Ischilin Viejo 東 4km  

図 47～48 Gymnocalycium mostii fa. genseri n.n. Ischilin Viejo 東 4km 良く見  

図 49～50 生息地 Ischilin Viejo 東 4km 
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議論 自宅 栽培 植物 3 亜種 G.parvulum 比較 亜種 互い G. parvulum 

ssp. parvulum 密接 関連 あ う 苗 類似 い そ うえ 様 亜種

花 Bercht 氏 2010 Succulenta く最近 問題 議論 ま  
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